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1．はじめに

本稿は、20 世紀初頭から中頃にかけて樺太の先住
民族を調査した石田収蔵の野帳資料の翻刻を通して、
そこに記録された民族誌的情報を整理することを目
的とする。石田収蔵（明治 12〔1879〕年－昭和 15

〔1940〕年）は生涯で計 5 回、樺太調査を行った。最
初の調査が行われた 20 世紀初頭は、調査ノートによ
る詳細な記録や写真機材による近代的な学術調査が始
まった時期であった。石田の写真は当時の本格的な機
材と優れた技術力を以て、樺太先住民族の生活風景を
捉えたという点で学術資料として高い価値を有してお
り、全３冊ある野帳資料にも詳細な記録がみられる。
本稿は、石田の野帳資料のうち、明治 42（1909）年
から大正元（1912）年の調査を中心に記録したと考
えられる「野帳２：北海道、樺太調査野帳」（板橋区
立郷土資料館所蔵）（以下、野帳２とする）を翻刻し、
関連する写真資料（公益財団法人アイヌ民族文化財団
所蔵）を添付した。これらの情報は、20 世紀前半の
樺太南部におけるアイヌ、ニヴフ、ウイルタの暮らし
に関する民族誌を充実させるという点で意義がある。

２．石田収蔵について
2.1.　経歴

石田収蔵は、20 世紀初頭から中頃にかけて活躍し
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た人類学者である。明治 12 年（1879）年 3 月に秋田
県鹿角郡柴内村（現、秋田県鹿角市花輪）に生まれ、
明治 34（1901）年に東京帝国大学理科大学動物学科
に入学した。明治 38（1905）年に大学院進学の過程
で人類学へ転向し、日本の人類学の草分け的存在であ
る坪井正五郎に師事した。石田は、坪井が東京帝国大
学で担当していた人類学教室に大学院生として在籍し
ながら樺太調査に同行したほか、東京人類学会の幹事
などを務め、学会誌『東京人類學會雑誌』（後の『人
類學雑誌』、現在の Anthropological Science の前身
誌）の編集を担当した。大正 9（1920）年に北豊島
郡赤塚村徳丸（現、東京都板橋区徳丸）に住まいを構
え板橋で余生を過ごし、昭和 15（1940）年 1 月に生
涯をとじた。

石田は明治 40（1907）年から昭和 14（1939）年
にかけて計 5 回、樺太調査を行っている（【表１】）。
明治 40（1907）年の坪井正五郎の調査では、写真係
として調査に参加した。その後も個人調査を含め 4
回樺太に渡り、多くのメモ類や写真資料を残した。

2.2.　石田収蔵資料の位置づけと本稿の意義

20 世紀前半の樺太の先住民族の暮らしについて豊
富な資料を残した石田だが、博士論文を執筆する前に
逝去したため、自らの手で研究の全貌が公表されるこ
とはなかった。その功績に光が当てられるようになっ
たきっかけは、平成 5（1993）年に石田が余生を過
ごした板橋の家屋の整理に伴い、軽トラック 1 台程
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の資料が板橋区立郷土資料館に寄贈されたことであろ
う（小西 2000：6-7）。その後、平成 12（2000）年
の特別展『石田収蔵　謎の人類学者の生涯と板橋』や
平成 16-17（2004-2005）年の巡回展『樺太アイヌ民
族誌―工芸にみる技と匠―』により、石田が残し
た各資料が分析されたほか、樺太調査の行程が明らか
にされた（野帳１の概要〔佐々木 2000〕、採録された
ウイルタ語資料〔池上 2000〕、足型資料〔河内・持丸
2000〕、吉田巖関連資料〔小西・内田 2002〕、調査行
程〔小西 2004〕）。また、2012 年には資料の中でも膨
大な量を占めるはがき資料が翻刻され、石田と関わり
のあった当時の研究者とその交流の様子が明らかにさ
れた（守屋〔編〕2012）。同年にはアイヌ文化振興・
研究推進機構が収集した 252 点の写真資料の紹介と
分析が行われた（財団法人アイヌ文化振興・研究推進
機構〔編〕2012）（小西 2012）。

以上の先行研究により、石田が樺太南部の先住民族
の文化や生活について質の高い記録を残したことが明
らかにされ、人類学者としての功績が評価されつつあ
る（例えば岸上・佐々木 2011）。しかし、筆者らは更
なる研究の余地があると考える。石田の資料は、当時
の和人研究者のみならず樺太に関心を寄せた海外研
究者（ブロニスワフ・ピウスツキ、ヴィクトル・ヴァ
シーリエフなど）とも時代を共にしており、同時代資
料の比較研究というテーマに貢献できる。それらの
データと補完し合うことで、樺太の先住民族の暮らし
の風景を再現するとともに、当時の資料収集の様子を
再考することができると考える。

特に後者（資料収集の経緯）の観点は、博物館資
料と植民地主義の歴史的な関係を考える上で重要で
ある 3)。資料収集は、所有者である先住民族の協力や
同意なしには成立しないはずだが、経済的、社会的な
立場の違いが所有者の意にそぐわない形の収集につな
がる場合もあった。例えば、石田の第 3 回調査と同じ

明治 45・大正元（1912）年に北海道と樺太を調査した
ロシアの民族学者ヴィクトル・ヴァシーリエフの旅行
記には、当時の資料収集の様子が詳細に書かれている。
彼の購入の申出を快諾し自ら品物を売りに来る人々、
値段を交渉する人々、自分たちの大切なもの、神聖な
ものを何としても渡そうとしない人々など、地域に
よって対応が大きく異なっていた（ヴァシーリエフ
2004）。果たして、我々が現在見ている資料はどのよ
うな交渉を経て残されたものなのだろうか。これは生
活道具などのモノの収集に限らず、現地の生活の様子
など民族誌的な情報を書き伝えた資料にも共通する視
点だと考える。当時の海外研究者の資料と石田の野帳、
日記類、雑記類、資料購入の価格表などを合わせて分
析すると、資料収集に際してどのような交渉があった
のかが同時代的な文脈でみえてくるかもしれない。

以上の研究動向と問題意識を背景に、筆者らは石田
の野帳資料の翻刻と整理を試みた。野帳資料は、板橋
区立郷土資料館が所蔵しており、「野帳１：1907 年の
調査に関する野帳」「野帳２：1909 ‐ 1939 年の調査
に関する野帳」「野帳３：台湾・樺太調査に関する野
帳」の全 3 冊がある。野帳１については佐々木利和
氏（2000）の部分的な紹介がある。野帳２はスケッ
チと翻刻の一部が CD-R 化されたが、年代や描かれ
た内容の特定などいくつかの課題を残している（佐々
木 2002:15）。以上のことから、本稿は野帳２の年代
の特定と全頁の翻刻を試みた。加えて、広く活用を図
るため、野帳２の全頁を写真と翻刻文付きで掲載した。

3．野帳２：北海道、樺太調査野帳について
3.1.　資料概要

野 帳 ２ は 横 18.5cm× 縦 14.5cm、 厚 さ 1.5cm で、
合計 96 ページある。そのうちメモやスケッチの記載
が確認できたのは 77 ページあった。また本文とは別

1 

表１ 石田収蔵の樺太渡航歴と概要、関連する野帳資料（小西（2012）に基づき著者作成） 

期期間間  内内容容  関関連連野野帳帳  

第 1回 明治 40（1907）年 7月～10月 坪井正五郎の調査に写真係として参加 野帳１ 

第 2回 明治 42（1909）年 7月～9月 個人調査 野帳２ 

第 3回 大正元（1912）年 8月～9月 人類学教室代表として拓殖博覧会に伴う

調査、出演交渉 

野帳２ 

第 4回 大正 6（1917）年 7月～9 月 個人調査か 野帳２ 

第 5回 昭和 14（1939）年 7月～9月 『内外土俗品図集』資料収集と自身の博

士論文の集大成か 

野帳２,３ 
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に、人物の似顔絵、景色のスケッチ、トナカイと橇の
スケッチと各部位の名称、古写真 3 枚、野帳 2 の破
れたページが同封されていた。破れたページ以外の同
封物は今回の翻刻の対象から除外している。

野帳の記述内容等から総合的に導くと、野帳２は明
治 42（1909）年から昭和 14（1939）年にかけて書
かれたものである 4）。年代や地名の記載が断片的であ
るため、複数年にわたって使用されたメモ帳のよう
なものだったのであろう。1 から 16 は主に第 2 回調
査（明治 42〔1909〕年）、17 から 28 は第 3 回調査

（大正元〔1912〕年）の内容 5）が中心に書かれており、
34,35 は第 4 回調査（1917〔大正 6〕年）の記録、36
は第 5 回調査（昭和 14 年〔1939〕年）の記録だと推
定できる。

3.2.　民族誌的情報

野帳２にはアイヌ、ニヴフ、ウイルタの住居、信仰
などに関する民族誌的情報が記述されていた。民族名
称について、野帳２では主に「ギリヤーク」「オロッ
コ」が用いられていた。翻刻では石田の記述通りに記
したが、本節では現在の民族名称との関連を分かりや
すくするため、ギリヤークをニヴフ、オロッコをウイ
ルタとして記述する。また、地名は野帳の記載に合わ
せてカナ表記で記述する。

［住居と間取り］アイヌ、ニヴフ、ウイルタの家
の外観や間取りに関する情報が記載されていた

（5,6,19,22,24,30,31,33,34）。 こ の 内、 地 名 が 分 か る
のは 19（ナヨロ）、22（シララカ）、24（シララカ）、
30（旭川）、34（ホーエ）である。また、19,24,30,33
には当時使用されていた生活道具の名称が記されて
いる。5 は「ガス s キー」（棟木）の単語から判断し
て、ニヴフの冬の家の外観と内部構造かと考えられる。
19 はナヨロのアイヌの冬の家（トイチセ）の内部で
ある。24 はシララカの「酋長」の家で、家具の配置
がスケッチされている。30 は旭川のアイヌの「酋長」
の家の間取りと家具がスケッチされている。33 は円
錐形の丸小屋であることからウイルタの冬の家かと考
えられる。34 はニヴフの夏の家の外観と寸法などが
記されている。
［信仰］アイヌ、ニヴフ、ウイルタの信仰に関する木
偶やイナウなどのスケッチ、「シャーマン」に関する
メモが記載されていた（8,9,10,11,14,16,17,24,25,33,34,
35,38,39）。8「女ハ腹悪キ時」、14「オロッコ　子供病

気ノ時父ノ作タレモノ三ケ頭ニ下ゲ　置き或ハ時々頭
ヲナメル」など、用途が記されている場合もある。ま
た、39 のようにシャーマンが太鼓を叩き、腰をふり
ながら炉の周りをまわる様子を記したメモもある。
［仕掛けわな］（2,10）について、2 は仕掛け弓の構
造が描かれており、部位ごとの寸法とアイヌ語、ニヴ
フ語、ウイルタ語の名称が記されている。10 はテン
の罠を仕掛ける場所などを説明している。
［トンチ］（19,20,24）は、当時の人類学界で注目さ
れていた「コロポックル」の樺太での名称である。ト
ンチの記述について、19 はナヨロのワレラから、24
はマヌイのトヤテノから聞いたトンチに関する話が記
述されている。20 は北海道の「コロポクグル」と樺
太の「トンチ」の違いについてのメモである。
［衣服］（17,24,32,36）について、17 はニヴフのズボ
ンについてのスケッチ、24 はニヴフ、ウイルタの男
女の服装、素材について述べている。32 はウイルタ
の衣服かと思われる。36 はアイヌの帽子の色と寸法
が描かれている。

他にも、ゆりかご（14,15）、食（20）、ソリ（24）、
植物（37）、トナカイの生態（39）、魚（41,42）に関
する記述があった。

3.3.　野帳2から読み取れる石田の調査の様子

野帳資料には、先述のように暮らしの道具のアイヌ
語、ニヴフ語、ウイルタ語名称や家の間取り、構造な
どが記されていた。イラスト付きの短いメモが多く、
現地住民とどのような交流をもったのかを伺える記録
はごくわずかであった。しかし、数少ない記述でも石
田のはがき資料（板橋区立郷土資料館蔵）と合わせる
と調査の詳細な様子が分かるものもある。例えば野
帳 2_34 の記述は、石田が第４回調査の際に、ニヴフ
のボーコン氏の家を訪れ滞在したときの記録だと考え
られる。その時の調査の様子を、石田は家族や自分に
宛てたはがきに詳細に記している（守屋〔編〕 2012）。
以下にはがき資料（No.0756-0758）に記された内容
をまとめた。

大正 6（1917）年 8 月下旬、石田はシスカから丸
木舟でポロナイ川を上ってホーエに行くことを決めた。
通常は５泊６日かかるところ、石田たちは２泊３日と
いう速さでたどり着けたという。３日間の移動がはじ
まる前夜、ポロナイ付近に野営した石田は蚊除けの用
意がなかったため眠れず、かなり疲弊していた。翌朝
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６時に出発し川を上り、午後 4 時半頃に川岸に丸木
舟を止めると、舟の漕ぎ手をしていた先住民族たちは
柳の木を柱にして周辺の草を集めて天幕をつくり、火
をたいて夕食を準備してくれたという。おかげでその
日は蚊に悩まされることなく朝を迎えた。３日目は川
の流れが強く、漕ぎ手たちは櫂の使用をやめて流れに
あわせて舟を進めた。漕ぎ手たちのその手腕に石田は
感嘆の意を表している。３日目の午後４時には快晴の
なかホーエに到着した。石田は通常の予定より大幅に
早く到着したことに対し、いかに漕ぎ手たちが自分の
ために舟を急いでくれたかを証明しているとし、喜び
を表している。

ホーエにはニヴフのボーコン氏が住んでいた。ボー
コン氏は明治 42（1909）年以降、石田の調査の案内
をした人である（小西 2012：128）。石田の突然の来
訪に対し、ボーコン氏は「意外なる来客にて驚き且つ
喜び直ちにそのヤカタに荷を運ばせ」た。石田はホー
エに３泊し、川を下ってシスカに戻った。下りだった
ため帰りは１泊２日で着いたが、その間の１泊は肌寒
い夜で、川岸近くの３坪ほどの空き家に宿泊し、蚊に
悩まされながら夜を過ごした辛さを綴っている。野帳
2_34 は、石田が訪れたボーコン氏の夏の家の外観の
スケッチ、内部の構造、作り方を記したものだと考え
られる。

これらの記述からは、樺太の慣れない自然環境に対
し、石田が先住民族に大きく助けられて調査を遂行し
た様子が分かる。このように、石田の資料は今後十分
に検証すべきものが多くある。

４．おわりに

今回、野帳２の翻刻により 20 世紀前半の樺太先住
民族の暮らしに関する民族誌的情報を整理した。それ
ぞれ断片的な記述ではあるが、アイヌ、ニヴフ、ウイ
ルタの暮らしの道具や名称を詳細に記し、スケッチを
した点は、当時の生活像に迫れるという点で意義があ
る。石田の調査の様子は野帳だけで読み解くことは難
しく、はがき資料と合わせることで詳細な様子が分か
る場面もあった。これらは未だ翻刻されていない日記
資料と合わせると、さらに鮮明な姿が浮かび上がるか
もしれない。今後は言語学的なアプローチを含めた分
析を行うとともに、残りの野帳の公開に向けて翻刻を
進めたい。
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1）国立アイヌ民族博物館　アソシエイトフェロー
2）板橋区立郷土資料館　学芸員
3）博物館と脱植民地化をめぐる議論では、博物館資料の来歴を明らかに

することの重要性が長らく指摘されてきた（Macdonald et al.2017）。
資料の来歴を明らかにすることは、博物館の歴史的な責任を再考し、資
料の現代的な意義を引き出すためにも重要であり、フランスやオラン
ダ、カナダなど積極的な姿勢を示す国や機関もある（例えば Sarr and 
Savoy2018；NMVW2019；Jisgang et al. 2019）。国内でも文字記録や
写真、映像資料については、ニール・ゴードン・マンロー資料をめぐ
る一連の実践のように資料の協働分析やデジタル化による知識の返還
が議論されてきた（手塚 2011；出利葉 2011；内田 2020）。

4）年代は、主に翻刻文に記された情報を基に判断した。具体的には、野
帳 2_9（以下、「野帳 2_」省略）：写真 90022（裏書「42 年」）と一致、
17.25：「45 年 8 月 13 日」、30：「43 年 6 月に写」、35：「大正 6 年 9 月」、
36：「昭和 14 年 7 月」である。また、場所についても地名や風景画な
どから判断できるものがあった（2〔栄濱〕、13〔タライカ、ナヨロ：
水彩の風景画〕、18〔シスカ〕、19〔ナヨロ〕、20〔サクコタン〕、21〔シ
ルトル岬〕、22,23〔シララカ〕、24〔シララカ～マヌイ〕、26〔アラコイ〕、
28〔ラクマカ〕、28〔コルサコフ〕、29〔陸奥（八戸か）〕、30〔カモイ
コタン〕、34〔ホーエ〕、36〔豊原〕）。

5）従来、第 3 回調査の行程はコルサコフから西海岸、東海岸へ行きシス
カへ北上するルートだとされていたが（小西 2004：121）、はがき資料
と野帳 2 の記述を読むとコルサコフからサカエハマを経由しシスカへ
行き、東海岸、西海岸へ南下していく行程である可能性が出てきた。は
がき（No.0773、0673）では 8 月 10 日にサカエハマから「今晩乗船北
進」し、8 月 15 日にシスカからはがきを送っている。野帳 2_18 では
シスカから「南下ノ途」に記載したメモがある。これらの記述に基づき、
本稿はシスカから南下した行程であることを想定して 17 から 28 頁を
第 3 回調査の記述だと判断した。
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ジ ャ カ ラ チ ス

毛 皮
頭 部

鬼 毛 皮

オ ッ ス ク （ 鬼 ）

三
寸

ジ
ャ

ッ
カ
（
ギ
）

二
尺
五
寸

巾
八
寸

巾
三
寸
五
分
位

此
下
ニ
ケ
ツ
シ

水
ゴ
ケ
ヲ

入
レ

テ 下 ゲ ル

ベ テ ス

ク オ

ボ テ ン ト ゥ
布

チ ヨ ゲ ス

モ
フ
チ
ユ
ツ
ク

樺
皮
製

ワ ッ ト フ ォ ー （ 一 尺 二 三 寸 ） オ ロ ッ コ
子 供 病 気 ノ 時 父 ノ 作 タ レ モ ノ 三 ケ 頭 ニ 下 ゲ

置 き 或 ハ 時 々 頭 ヲ ナ メ ル

子 供
病 気 ノ 時 シ ヤ ー マ ン カ 作 ル

皮 ト ヲ ル ン グ ｓ

ギ リ
男

ケ
ヅ
リ
カ

ケ
ツ

圣
二
寸
位

ナ
ヲ

ノ
上
ニ
カ
ケ
ル

木 棒 圣 一 寸 二 三 分

実 大

野
帳

（
左

ペ
ー

ジ
）

（
右

ペ
ー

ジ
）

野
帳

（
左

ペ
ー

ジ
）

（
右

ペ
ー

ジ
）六

寸

イ
ツ
ラ
ヲ

一
尺
五
六
寸

cradle ヲ下ゲル

ひ
も

オ
ロ
ッ
コ

二
本
ツ
ヽ

太
シ

柳

小
供
立
ツ
両
方
ノ
手
ニ
持
ッ
テ
身
ヲ
支
エ

二
本
ツ
ヽ

二
尺
五
寸

松

熊 骨 ヲ 祭 ル

ノ
腹
ヲ

上
ニ
向
ケ
タ
ル

モ
ノ

一 尺 二 寸

一 尺 七 寸
一

尺
九
寸

南
北

ニ
長

シ

頭 マ デ

グ ヤ シ ヤ 石

二 寸 五 分

四 五 、 八 、 二 一 、 大 、 小 人

腹 悪 キ ノ 時

人

顔 ノ 巾 二 寸 三 分
五 寸 五 分

イ ナ ヲ ハ 取 レ タ モ ノ

オ キ サ ラ
（ ミ ミ ズ ク ）

一 寸 一 分

背 面 ヨ リ

見 シ
ク ト ゥ ユ
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野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

三
間
三
尺

一
間
二
尺
四
寸

ナ ヨ ロ ア イ ヌ 穴 居

三 間 三 尺

一 間 一 尺 八 寸

砂 ヲ 沢 山 ニ 掘 ツ タ ル

代 ハ ソ コ ツ ク

ハ ケ ノ 小 ナ ル

イ ナ ヲ （ 家 シ ル シ ）

大
ナ

ル
イ

ナ
オ

三 尺 七 寸

圣
二 三 寸

斜
ナ
棚
（

2/
3
位
ノ
高
サ
）

穴 ノ 深 サ
一 尺 八

寸

ム
シ
ロ

ア
レ
シ
テ

此
処
ニ
寝
ズ

周
囲
ニ
ネ
ル

一 間 三 寸

四
隅
ニ
ア
リ

六 寸 一
間
二
尺
四
寸

ハ
此
処
ニ
ノ
ミ
ア
リ

入
口

二
尺
七
寸

四 方

一
尺
九
寸

一 尺 五 寸

木
ヲ
ク
ミ
上
ニ
カ
ベ
ヲ
塗
レ
ル モ
ノ

西
方
ノ
二
隅
ニ
ア
リ

（
西
方
ニ
向
テ

画
リ
）

東

北
＋
南

西

四 方
一 尺 五 寸

位 ノ

一
尺
三
四
寸
四
方
ノ

w
in
do

w
（
南
方
）

一
個

三
四

十
五

六
本

（
三
四
寸
ノ
丸
太
）

桶 ノ■ ヲ ア ゲ ル

ト ン チ ニ ハ ナ シ 北 海 道 ア イ ヌ ノ 如 ク 髪 ヲ 下 ゲ 切 リ ヲ ル モ ノ ナ リ 前 方 ヲ バ 樺

太 ア イ ヌ ノ 如 ク 沢 山 ニ ソ ラ ズ

ナ ヨ ロ 村 ワ レ ラ の 話
シ ス カ 川 ノ 上 流 ニ ハ 昔 ア イ ヌ 居 ラ シ ト 云 フ

島 々 下 流 即 チ 今 ノ シ ス カ ニ ハ 居 ラ ズ 後 ノ

と い ち せ 穴 ハ ニ グ ブ ン カ ト ン チ ノ 穴 ナ ラ ン

ト ン チ ノ 穴 ナ ル カ ア イ ヌ ノ 穴 ナ ル カ 分 ラ ズ ト 云 フ

昔 ヨ リ ノ 言 傳 ヘ テ 過 キ ズ

五 六 年 ヨ リ 十 年 位 、 一 度 破 レ ヽ バ 再 ヒ

作 ル ガ 若 ヒ 病 ム デ モ ア

レ バ 別 ノ 処 ニ 作 ル

死 人 デ モ ア レ ハ 破 レ ヌ ト モ

個 ニ 作 レ ル

（
東
方
ニ
向
テ
）

四
本
ト
モ
ニ
切
リ
目
ア
リ

火
ヲ
取
ル
処
ナ
リ

家
ノ

シ
ル

シ

野
帳

（
左
ペ
ー

ジ
）

（
右
ペ
ー

ジ
）

野
帳

（
左
ペ
ー

ジ
）

男 八 寸

食 物 ア リ

女 一 寸 三 分 ギ
ホ
モ
ガ
ン
河
石

三 寸 三 分

二
寸

一
寸
八
分

ギ

九 寸

ワ ス レ ン ヌ 河 石 四 五 年
八 月 十 三 日

尿 ノ 時 ハ 帯 ヨ リ ハ ヅ ス

子 供 ノ

キ リ ヨ ウ セ オ （ 腹 痛 ノ 時 似 ル ）

黒 ビ ロ ー ド

青 玉 フ リ ツ ヽ 語 ヲ 聞 カ ス

オ ロ ツ コ ノ 言 ヲ 聞 ク

漁 場 ヲ 望 ム

コ ノ 漁 場 ヨ リ

少 シ ク 西 ニ 入 レ ハ

ア イ ヌ 穴 居 趾
ア リ

シ ス カ
ヨ リ 南 下 ノ 途



197

石田収蔵の野帳等資料の紹介
Fieldnotes of the 20th Century Anthropologist "Ishida Shuzo"

（
右
ペ
ー
ジ
）

野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

オ
ロ
、
サ
ン
ダ
ン
ノ

イ
ナ
ヲ
ハ
昔
ヨ
リ

ナ
ヲ
サ
レ
ハ
形
ハ
別
ナ
リ

オ
ロ
ノ

数
ニ
テ
屋
根
ナ
シ

オ
ロ
ッ

子
ヲ
負
フ
ニ
ハ

cr
ad
b●

●●
●負

フ

頭
ニ
カ

少
ク

■ヲ
負
フ
様

北
酋
長

今
日
ノ
土
人
ノ
跡
ナ
ラ
ズ
シ
テ

昔
ノ
住
民
ノ
モ
ノ
ナ
リ

昔
ノ
穴
ハ
深
ク

今
ノ
モ
ノ
ハ
浅
シ

此
処
ノ
土
人

土
人
ト
一
同

巾
ニ
於
テ
ハ
大
魚
ナ
ミ

今
日
ノ
穴
ハ
長
方
形

処

樺
右
ヲ
コ
タ
ン
ト
云
ヘ
リ

モ
ス
リ

嶋

シ
ラ
ヽ
カ
穴
居
跡

今
ノ
土
人
村
ニ
テ
モ
西
南
ニ

ア
リ
テ
川
ノ
左
岸
小
髙
キ

処
西
南
方
ニ
ハ
山
ヲ
ヒ
カ
ヘ

極
ナ
リ

暖
カ
ナ
ル
場
所
、
葦

近
シ

圣
五
間
深
サ

五
尺

数
多
シ

水
油
ヨ
リ

三
百
位

海
岸
ヨ
リ

二
丁
位

今
ノ
村
ヨ
リ

五
六
丁

入
口

カ マ

必
ズ
土
ヲ
カ
ケ

革
カ
木
材
ヲ
カ
ケ
其
上
ニ

今
ノ
ア
イ
ヌ
一
屋
ト
等
シ
ク

巾
四
間
ト
ス
レ
リ

奥
行
三
間
ト
ス

熊
ヲ
ツ
ナ
ギ
タ
ル

木
一
疋
ニ
一
本

ナ
リ

シ
ラ
ヽ
カ
岬
ヨ
リ
北
ヲ
望
ム

チ
カ
ホ
ロ

ワ
ー
レ

カ
シ
ポ
？

ケ
カ
ス
？

ア
イ
ヌ

シ ラ ヽ カ 岬

野
帳

（
左
ペ
ー

ジ
）

野
帳

（
左
ペ
ー

ジ
）

野
帳

（
左
ペ
ー

ジ
）

ウ
ブ
ー
ニ

物
置
ナ
リ

北 海 道 ノ コ ロ ポ ク グ ル ハ 小 ナ ル ガ 此 島 ノ ト ン チ ト ハ 別 ナ リ

ト ン チ ハ ア イ ヌ ヨ リ 大 ナ リ シ カ ヤ ナ ラ ン カ 聞 カ ズ

ノ 村

夏 デ モ 御 馳 走 ト シ テ 食 ヒ 、 諸 々 方 々 ニ 持 ツ 行 キ テ 食 ス

油

ふ き 、 さ く 、 数 ノ 子 、 ゆ り ニ ナ ド 、 ヨ ク マ ゼ 小 サ ク シ ク ラ 食 ス

ナ ル ア イ ヌ

カ ン ポ 川 ニ エ マ レ ポ 居 る 其 ノ 近 辺 ニ 人 ノ 食 ス ル 土 ア リ （ チ エ ー ト イ ）

シ ル ト ル 岬

高 サ 三 丈 余

シ
ラ

ヽ
カ

古
戦

場
モ
ト
穴
ノ
深
サ
胸
布
マ
デ

今
ハ
一
尺
或
ハ
一
尺
五
寸
位

巾
ハ
今
三
尺
位

42
歩

太 陽 ニ 捧 ゲ タ ル モ ノ ハ

悪 落 ノ 年 ナ イ

様 ニ 顔 フ モ ノ

輪 ノ ナ キ モ ノ 多 家 ノ 近 ク ニ ア ル

ハ 家 ノ 神

少 ヒ ク 離 レ テ 沢 山 ア ル ハ

海 ノ 神 ニ テ 魚 ノ 沢 山

来 ル 様 ニ ト 願 フ

サ ク コ タ ン

渡 船 場
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野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

イ ナ ヲ ハ 春 夏 二 期 ニ 、 一 度 ニ 一 本 ツ ヽ  

ア イ ヌ ハ 何 故 オ ロ ッ コ ト 云 ヒ ン ヤ 不 明 ナ リ  

ニ グ ブ ン ノ 家 ハ 丸 太 屋 ニ シ テ 円 小 屋 ナ ラ ズ  

同 一 ナ リ  

ニ グ ブ ン 犬 橇 分 ヲ 用 ヒ ト ナ カ イ ヲ 用 ヒ ズ 橇 ハ ア イ ヌ ノ モ ノ ト  

シ ヤ ー マ ン （ ア イ ヌ 語 ト ス ゥ ク ル ）  

ニ グ ブ ン モ オ ロ ッ コ モ 昔 ヨ リ 此 島 ニ 居 タ モ ノ ナ リ  

イ ナ ヲ ハ 老 人 デ モ 青 年 デ モ 作 ル 山 、 川 、 海 、 家  

溝 ア ト  

ポ ロ ケ コ チ ヲ ト シ 穴 ノ 如 キ モ ノ ニ 作 リ 敵 ヲ 欺 キ ヲ ト シ 入 レ タ モ ノ ナ リ ト  

知 ラ ズ■ 強 頭■ ノ ユ ル ス ナ ド ハ 分 ラ ズ  

ト ン チ ノ 用 ヒ タ ル モ ノ ナ リ ト 二 三 代 前 ノ 祖 先 デ モ 明 カ シ  

島 ニ 居 タ ト 伝 フ■■ タ 土 中 ヨ リ 出 タ 土 器 ヲ 見 テ  

ト ン チ ト ハ 如 何 ナ ル モ ノ カ 分 ラ ン 極 ク 不 明 ノ モ ノ ナ リ 只 ダ 此  

マ ヌ イ ノ ト ヤ テ ノ ノ 話 （ 六 十 五 六 ）  

ナ リ  

男 女 、 （ オ ロ 、 ニ グ ブ ン ） 何 レ モ 同 様 （ ア ザ ラ シ 皮 、 魚 皮 ）  

ア ザ ラ シ 皮 ヲ ム 売 ル 品 ト セ リ  

両 方 ト モ ア ザ ラ シ ノ 皮 ニ テ 股 引 ヲ 作 ラ ズ （■ 一 二 人 ヲ 除 キ ）  

サ ン ダ ヨ リ 持 タ ル 木 綿 （ 赤 、 白 、 黒 、 青 赤 ）  

ハ 色 ヒ タ ル 股 引 （ 男 女 ト モ ） 股 引 ナ レ ハ ニ ク ブ ン モ 同 し く  

下 着 ハ 支 那 服 ト ナ カ イ ノ 同 様 ノ 毛 ニ テ 或 ハ サ ン ダ ヨ リ  

皮 ヲ 着 タ ハ ア リ 男 ハ オ ロ ニ ク ブ ン 何 レ モ 魚 皮 ヲ 着 ズ  

ギ リ ロ ー ク ハ 犬 皮 ノ 衣 或 ハ 満 州 服 ト ナ カ イ 皮 ヲ 用 ヒ ズ 女 ニ ハ 魚  

オ ロ ッ コ ハ  

ト ナ カ イ 皮 ノ 衣 ハ 男 ノ モ ニ■ ク 女 ハ ア マ リ 用 ヒ ズ ア マ リ 寒 中 時 ハ 皮 ハ 着 ン

シ ラ ヽ カ モ イ マ  

酋 長 住 宅

シ ン ト コ 、 箱 類

上 ニ ハ 竹 ニ テ 作 レ ル
火 棚

天 井 マ デ 四 囲 丸 太

高 サ 一 間 二 尺 位

天 井 上 ニ ハ 物 置

一
段
高

ク
棚
ヲ
カ
ケ
佛
壇

位
牌
ア
リ

■
■
■

ll
e

モ
棚
ア
リ

五
間 爐
三
尺
二
三
寸

四
分

三
尺

高

棚
ア

リ
（

桶
、

鉾
、
■
）

下
ニ
味
噌
樽
等
ア
リ

入
口
ハ
西

ス
ト
ー
ブ

煙
突
ハ
屋
根
ニ

通
ズ

ナ
ガ
シ

桶
カ
マ
ド

六
寸
高
シ

入
口

ノ
敷

居

底
ケ

レ
■
板
ヲ
敷
ケ
リ

六
間

石
油

 
上

ニ
棚

（
下

■）

戸天 井 マ デ

棚
膳 椀

棚 下 ハ 樽 類
（

漬
物

）

ノ 周 囲 ニ ハ
呉 座

横 木 ニ
天 井 ハ 板二尺

二尺五六寸

イ
ナ

ヲ

時計

棚
上

神
壇

天
井

ニ
穴

出
シ

二
間

二
一

間

棚 下 ニ ハ

ヘ
イ

ソ
ク

、
イ

ナ
ヲ

ヲ
サ

ゲ

ヲ
立

テ

ラ
ン

プ
ヲ

カ
ケ物
ノ

上
ニ

曳
臼

ア
リ

箱
ヲ

カ
ケ
物
入
レ

上
ノ
方
ニ
棚
ヲ
カ
ケ

丸
太

飯
米

飯
台

二 尺 六 寸
七 寸

イ
ナ

ヲ

三
尺

一
間

ツ
イ

立
テ

祖 具

祖 具小 箱帽
ヲ

カ
ケ

襖
奥

煙
突
ア
リ
テ
家
屋
ニ
通
ス

野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

野
帳

（
右
ペ
ー
ジ
）

野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

二
尺
三
寸
（
全
長
）

一
側
ノ
ミ
ニ
ア
リ
他
ノ
側
ニ
ハ

ツ
ア
ラ
ハ
ル一

尺
五
寸

ワ
ス
レ
ン
ヌ

妻
病
気
ノ
時

四
五
、

ノ
八
月
十
三
日

九
寸
七
分

ｏ

ワ
シ
（
グ
セ
）

七
寸

キ
レ

back

Ｏ

Ｇ

角
ア
ル
化
物
（
ア
ン
バ
）
（
ミ
ル
ク
）

木
皮

ア ラ コ イ
村 ヨ リ

ラ
ク
マ
カ

ア
イ
ヌ

丸
皮
ケ
二
尺
ノ
処
ニ

地
表
ヨ
リ
四
五
寸
ニ
シ
テ
入
物
ノ
蓋
ハ
出

見
ヲ
取
リ
去
リ
少
シ
ク
土
ヲ
カ
ケ
サ
ラ

ヒ
ト
ヘ
足
ノ
奥
ハ
出
ツ

腰
ニ
帯

頭
ニ
珠

體
ハ
手
ノ

近
辺

ラ
ク

角
ア
ル
セ
オ
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野
帳

（
左

ペ
ー

ジ
）

野
帳

（
左

ペ
ー

ジ
：

間
に

破
れ

た
ペ

ー
ジ
の

跡
あ

り
）

（
右

ペ
ー

ジ
）

コ ル サ コ フ

ウ
ラ

ウ
ラ

ウ
ラ

ウ
ラ

ウ ラ

ウ
ラ

ウ
ラ

高 サ 四 寸 三 分

床 舞 完 全 ノ モ ノ

獺 沢

龍 角 寺

西
ヶ

原
陸

奥
建
石

三 寸 四 分

薬 師 台

陸 中 、 丹 沢 郡 佐 倉 河 ■ 大 字 常 盤 字 杉 ノ 塔 堂 力

信 、 東 筑 、 松 本 市 、 蟻 ヶ 崎 ■ 、 ■ 小 屋 場
貝 塚

披 珠

ミ
ミ

ヅ
ク

■
帯

余
山
、
粕
田
、
披
塚

園
生

粕 田

■
■

■

野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

旭
川

ノ
ア

イ
ヌ

酋
長
宅

半分下

ハ拵、

上ガワ

ウ
ラ
ニ
入
口
（
外
ニ
ナ
ヤ
ア
リ

戸
ア
リ

鳥
屋
ナ
ド
ア
リ

小
サ

キ
棚

ア
リ

（
御

札
ナ

ド
ヲ
置

ク
）

天
井

■ハ
上

ニ
粟

ナ
ド

ヲ
ツ

ル
ス

キ
ミ

カ
ベ

半
間

■■
■ナ

リ

二
尺

ニ
一

尺
五

寸
位

ノ
マ

ド

上
ニ

カ
キ

ツ
ケ

棒
ニ

肴
ヲ

ツ
ル

ス

ハ
コ

、

飯
、

皿
、

カ
ベ

一尺位髙き入マキ 
水、茶碗ナト 
下ニ火ナドヲ 
伏ス

土
間

鍋
ヲ
ツ
ル
ス

入
口

カベニあわ

わらじナド硝子

棚
付
押
入

床
間

シ
ン
ト
コ
ア
リ

天井アリ

半
分
腰
高
ノ
カ
ラ
天
マ
ド

ム シ ロ

シ
エ
ー
ト
ゥ
ン
ケ
ー
リ

（
冬
用
ツ

マ
ゴ

）

タ
ー
ラ
（
ニ
ナ
ワ
）

尺
分

カ モ イ コ タ ン

畑 ヨ リ

寸
分

寸
分

原 寸

四
十

三
年

六
月

に
写

褐 色 ヲ
帯 ヒ タ ル

雜 ナ ル 石
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野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

ア イ ヌ
古 風 平 住 宅

上半分

桶
入
物
等

木棚アリテ

呉座ナドヲノセ

入口

ネ
ド
コ

上
ニ
火
棚

四寸位高ク

一尺

一尺五寸位ノ

水
桶

ナベヲツルス土間入口戸

イ
ナ
オ

ネ
ド
コ

衣

ウ
シ

ガ
マ

道
具

上
ニ
ム
シ
ロ 日

本
化

四尺高ウW

六尺

二
尺

一尺二三寸

四尺高ク

一
尺
三
四
寸

W イタ

衣ナドヲカケ

フシマ

子
供
等
ノ
寝
床半分下棚 

上ハタナ

半間■シ

W高ク

プ
ー
ヤ
ラ

下ニナガシ

ア

リ

高
ナ
ガ
シ

水桶ナド
 
ヒサシ

一尺一二寸高シ

入口アパ

ヒサシアリ

戸

板

半ガラス戸

二ツ敷居アリ 
上ニ板アリ

三尺位高ク 
W

四寸位高シ
イ

ナ
オ

きみヲかけ前ていはり一面カケテ置イる

ノ
辺
ノ

上
ニ

煮ヲ食ヒ干シタモノヨリ 
粉ニシテ食ス

板
主
人
及
ヒ

老
人
ノ
寝
床

ヒ
サ
シ子

供
ノ
遊
ビ

或
ハ
寒
き
時

火
ヲ
タ
ク

半
間
高
イ

W 
 

二寸二三寸

二
尺

五
寸 六

野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

エ
リ

二 尺 二 寸

ウ エ ル ス コ ミ

ガ ロ
（ ｏ ） 裏 面

は ぎ 目
五
寸
五
分

表 ノ 合 セ 目

オ ロ ッ コ 馴 鹿 皮 衣

衣 モ 裏 ニ 毛 ア リ

四
寸
二
分

一
尺
五
寸

五
寸

ゑ
リ
高
サ
二
寸
五
分

八
寸

四 寸 六 分
ノ 衣 裏 ニ 毛 ア リ

二 尺 八 寸 五 分

一 尺 五 分

九 、 四

一
尺
八
寸

八 分 ノ 巾 裏 ニ 毛 ア リ

一 頭 ノ 馴 鹿 ヲ カ フ

キ エ ラ ン ゲ ｓ 野 生 馴 鹿

シ エ ル ス コ ミ

ヲ ッ コ シ ョ ウ ニ

（ ｏ ）

一
尺
三
寸
八
分 入 口 二 枚 合 セ ノ バ シ テ 一 尺 三 寸 八 分

も み 皮

イ ル グ ー ン グ （ ｓ ） （ ハ ラ プ シ ヤ ミ プ ル ゥ ）

ワ ル （ ｏ ）

な め ー し か わ

鹿

ノ カ カ イ 毛 ヲ 入 レ タ

ヌ イ 目

八 寸 五 分
は ぎ 目 横 断

四
尺
五
寸

八 寸

な
め
し
皮

ま
き
り
、
ひ
も
ヲ
結
ブ
処

ヒ
ダ

四
寸
三
分

ま
き
り
ノ

鞘
ヲ
入
ル
ル 処

二
寸
二
分

四
寸
三
分

二
寸
六
分

二
寸
五
分

ム
コ
ウ
側
ニ
本
ひ
も

五 六 分 巾  

六 寸 長 サ

ウ ラ 毛 八 寸 七 分

一 本

一 寸 一 分

二 尺 〇 七 分

六 寸 二 分

一 寸 二 分 皮

毛 ナ キ な め し

八 分

二 寸 五 分
二 尺

七 寸

反 対 側 ノ 合 セ 目

キ ェ ラ ン ゲ （ ｓ ）

カ ゲ ン
パ ニ

ポ ケ ッ ト
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野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

ヒ
モ
デ
靴
ヲ カ ケ

火 棚 ノ 高 サ
五 尺

サ ナ タ

巾 一 寸 位 ノ

二
ツ
女
ノ

衣
ヲ
カ
ケ

真
下
ニ
ハ

呉
座
ニ
包
レ
タ
ル

衣
類

シ ャ ー マ ン
ノ

道 具

北

東

バ
ケ

ツ

入
口

（
隣

地
ナ
ク
川
ノ
ア
ル
方
）

金
ダ
ラ
イ

 
ハ

コ
、
鍋

カ ギ ツ ゲ

花
ム

シ
ロ

包
シ

カ マ

六
尺
八
寸

タ
ル

ハ
コ

入 口

荷 か ざ

棒
ニ
ハ

太
鼓
ヲ

結
ヒ
ツ
ケ

火 棚 ヲ サ ケ ル ニ ハ わ ら な わ

或 ハ あ ざ ら し ひ も ヲ 用 フ

棒 ノ 圣 二 寸 位 ノ 松 （ 皮 マ マ ）

四
五
本

あ
ざ
ら
し
皮

或
ハ
針
金
ヲ

結
ビ
他
ハ

ヨ
セ
カ
ケ
ル

二
十
六
本

各
間
約
一
尺
二
三
寸

■
二
尺
近
シ

ヲ
サ

ゲ
ル

ひ
も

ヒ
ダ

ナ

荷
か

ざ

二
尺

五
寸

六
尺

八
寸

圣 三 間

地
面

分

分

分
４ 寸

分

外 内 木 ノ 表 面 （ 家 ノ 直 下 ）

柳

Ｇ －

カ ン ト ー

（ プ ツ ビ ラ ）

尺
寸

分

分

松

枝 ヲ ワ リ タ ル モ ノ

木 皮
七

寸
五

分

一
尺

糸 木

糸
糸

野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

中 央 ニ 爐 ノ ヒ ア リ 周 囲 ニ

欠 ナ シ

五 尺 二 寸 （ 奥 行 ）  

二 尺 九 寸 五 分

ノ 左 右 ニ 物 置 欠 ア リ

高 サ 二 尺 七 寸

入 口 ひ さ し 奥 行 （ 二 ツ ノ 柱 マ デ ）

一 間 二 尺 八 寸

く ぎ ハ 用 ヒ ズ ニ テ 柳 ノ  

皮 ニ テ 結 ヒ ツ ケ 尾 根  

ニ 用 ヒ ル 樹 皮 ニ テ モ  

処 々 ニ 縄 ヲ ア ケ  

柳 ノ 皮 ニ テ 内 側 ニ  

結 ヒ ツ ク

家 ノ
奥 行 二 間 三 尺 七 寸

赤  

黒 固 キ  

赤 （ 赤 泥 （ 石 ） ニ テ  

黒

五 尺 四 寸

一 戸 高 サ  

三 尺 四 寸 五 分

八 寸

ホ ー エ 河 向 ヒ ノ 家

一 戸 ノ 最 大 巾 二 尺 三 寸

間 口
ニ

間
三

尺
四

寸

ノ
二

本
ハ

爐
ノ

上
ノ

柵
ノ

支
ヘ

ト
ナ

ル

ホ ー エ ニ 松 ■

ボ ー コ ン 夏 家

（ 最 大 ト ナ ル 例 ）

柳 ノ 家

圣 一 寸 二 三 分

一 尺 ― 一 尺 二 三 寸

八 尺 五 寸 （ 全 ）

三
尺

二
寸

六 尺 三 寸 （ 全 ）

一 尺
八 寸 四 尺 三 寸

斜 メ ニ タ テ

内 の り

間 口 二 尺 三 寸

奥 行 二 間 三 尺 八 寸

圣 三 四 寸 （ 最 モ 太 シ ）

一 間 （ 内 ）

二
尺

八
寸

ノ
ハ
入
口
マ
デ

夏 家  

ド ル フ タ フ
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野
帳

（
右

ペ
ー

ジ
）

野
帳

（
左

ペ
ー

ジ
）

甘 味 ア リ

カ ポ ー （ ）

ガ ッ コ フ （ ）

ド ゥ シ ェ ク タ ト （ ）

チ ャ ー ン （ ）

黒 ぶ ど う ノ 如 ク

白 粉

酸 味 ア リ

未 熟 ノ 方 ハ 渋 白 、 皮 赤 ニ ナ ル

シ ョ ー キ ド セ ド フ （ ）

バ ー ラ ン グ エ ス ク ト

（ ）

パ ー マ （ ）

ウ グ フ （ ｇ ）

ホ ッ ヨ ー （ ）

ゴ ル ゲ ヲ ラ ン ト ウ

（ ｇ ）

ラ ウ ィ ク タ （ ）

ガ ノ ワ ハ （ ｇ ）

地 衣

ル ウ ッ ト ウ （ Ｏ ）

チ ヤ ハ ル ガ ウ ス キ ー

さ る を か せ （ ｇ ）

秋
こ

ろ
変

移
セ

リ

古
■
ひ

つ

（
）

（
）

野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

（
右
ペ
ー
ジ
）

ニ シ ン 時 学 ノ

ア イ ヌ 家 五 ツ 四 ハ 眞

一 ハ 丸 太

庫 ハ 五 ツ （ ニ シ ン ア リ ）

物 置 ム シ ル ア リ

外
内

G

ホ ヌ ッ プ 旧 ア イ ヌ 部 落

大 正 六 年 九 月 訪 問 ノ 時 ハ

ア イ ヌ 家 庫 一 室 ト ナ リ

傍 ラ ラ ニ 広 大 ナ ル 漁 場 出 來

数 年 前 ノ 観 一 興 ニ ナ シ

昭 和 十 四 年 七 月 渡 樺 中

イ カ マ ッ カ （ ア イ ヌ 帽 ） 撮 影 セ ル 分

（ 豊 原 博 物 館 ニ テ ）

深
黄
糸

白
地

白
糸

黒
糸

赤
地

紺 地

無 色 白
赤

コ ン
長 五 寸

巾 一 寸 二 分

コ
ン

赤

赤
白

白

赤
白

赤
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野
帳

（
左
ペ
ー
ジ
）

犬

野
帳

（
破

れ
た
ペ
ー
ジ
）

間
高
サ

上
肉
ア
ル
完
全
ナ
ル
モ
ノ

（ ヤ ー ヲ ）

ム
ダ ミ ス マ ー

一
尺
七
寸

鮭

頭 ノ 一 部
両 側 ノ 肉 ヲ

取 リ 出 シ タ ル

中 央 部

（ セ ウ リ ）

Ｇ ホ ス キ ー
一 部

ア ル ク （ と ゲ ）

コ
ノ
部
ニ
テ
骨
ヲ
切
リ

ハ
ナ
シ

コ ノ 孔 ニ 棒 ヲ

通 ス

一
尺
八
寸
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野
帳

（
破
れ
た
ペ
ー
ジ
）

野
帳

（
破
れ
た
ペ
ー
ジ
）

Ｇ （ チ ャ ッ チ ャ ビ ）

バ カ ラ ル マ ー

一
尺

鮭

上 肉 ヲ 取 イ タ ル モ ノ

一
尺
四
寸

（ マ ウ ォ リ ）

マ ク ル マ ー

ギ リ ヤ ー ク

■ ■ ノ
窓 物 テ 見 テ 写 ス

上 流 ニ テ

ホ ッ チ ャ ク

ニ テ 依 ル 時
上 肉

■ ■ し い 全 体

頭 部 ノ ■ ハ 中 央 分 促 即 ナ ル 右 半 分

一
尺
一
寸

両 側 ノ 肉 ヲ 取 出 シ

タ ル モ ノ ニ 本

ヲ 小 ■ シ テ 達 ス

八
寸
五
分

上
肉

ｇ
ホ ス キ ー

（ セ ウ ク ）

ｇ
ブ ッ ケ ー

（ ブ ッ ク イ ）

、 、 同 じ

ア イ ヌ

海 辺 ニ テ 作 ル 村

シ ヤ チ フ
（ ラ ス カ ガ ｓ ）

一
尺
三
寸

両
皮
部
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関連する写真資料
野帳２に関連する資料として、石田が撮影した古写真を掲載する（所蔵： 公益財団法人

アイヌ民族文化財団）。90043については小西（2012）を参照した。

・ 年撮影。野帳 に描かれた像 体。

・ か 年、タライカ湖周辺にて撮影。左は石田収蔵、右がニヴフの案内人

のボーコン氏か。ボーコン氏の夏の家は野帳 。

・ 年ナヨロにて撮影。野帳 のアイヌのトイチセ（冬の家）の内部。

・ 撮影年、場所不明。野帳 に描かれたゆりかごに類似。
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